
　今月のテーマは身近な土に含まれる小さな化石についてです。
　今から約 12 万年前の温暖期には海水面が上昇し、関東平野にある手賀
沼や印旛沼などが古東京湾を形成し、太平洋に繋がっていました。
　千葉県に主に分布する下総層群は、当時の海底に溜まった砂や泥からな
り、貝化石が密集した地層が多く含まれています。今回は、古東京湾に生
息していた貝や微少な生き物を観察してみましょう。

2026 年 8 月 8 日（土）

木下層の模式地 ( 木下万葉公園 ) は国指定天然記念物で、化石の採集は禁止されています。
地層が見られる場所も、土地の権利者を確認した上で、化石の採集・観察を行いましょう。

▲ 博物館周辺で見られる貝化石層 ( 左 )。
より下部の地層には、微少な有孔虫の化石が含まれている ( 右 )。

【8 月のテーマ】

案内人︓脇水徳之 ( 鳥の博物館 学芸員 )

土の中の古代アート

観察した鳥類チェックリスト（分類表記は鳥類目録第8版に従う）

＊連絡先　我孫子市鳥の博物館　電話04-7185-2212てがたんは毎月第２土曜日午前１０時から

・ツグミ科 このパンフレット持参で
てがたん参加者の方は
当日、博物館入館無料です

おん  だん   き                                                 じょうしょう　

ふく

こ　とう きょう わん                                                                       つないん    ば

しも  うさ  そう  ぐん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 た　　　　　　　　   すな　　　 どろ

みっしゅう

び  しょう

                                                            　　び  しょう　　  ゆう こう ちゅう　　　　　　　          ふく

き おろし そう           も　しき　 ち　　   　き  おろしまん よう  こう  えん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 さいしゅう　　　きん   し

けん   り　　　　　 　かく  にん

とく ちょう　　　　　でん　し　けん　び　きょう

そう



① 博物館周辺で出てくる貝化石を調べよう
千葉県の地面は、約 45 ～ 8 万年前に形成された下総層群の地層から構成されています。
手賀沼周辺では、下総層群の上位にある常総粘土層や木下層を観察できます。

③ 電子顕微鏡で微化石を観察しよう
有孔虫は、海底や海水中に生息するアメーバ状の単細胞生物で、化石として残る殻の形
は種ごとに異なります。肉眼では見えない殻の特徴を、電子顕微鏡で観察しましょう。

② 大理石を磨いて、中に含まれる化石を観察しよう
身近な石材には、化石が含まれるものもあります。石材の大理石には、石灰質の殻をも
つサンゴや巻貝、フズリナ ( 大型有孔虫 ) などが化石として残っていることがあります。
石の表面を紙やすりや粉末で磨いてみると、肉眼でも化石の断面を観察できます。

手賀沼の南北にかけての地質断面図
( 産業技術総合研究所 「都市域の地質地盤図 千葉県北部地域」をもとに作成 )
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●● 沖積層・火山灰層
( 約 2 ～ 13 万年前 )

●● 常総粘土層
( 約 6 ～ 12 万年前 )

●● 木下層上部  ●●下部
( 約 12 ～ 13 万年前 )

●● 清川層・横田層
( 約 19 ～ 24 万年前 )

●● 上泉層
( 約 20 ～ 23 万年前 )

●● 藪層・地蔵堂層
( 約 30 ～ 40 万年前 )
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ヤマトシジミ ( シジミ科 ) アサリの仲間 ( マルスダレガイ科 )
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木下層上部に含まれる貝化石

大理石の加工品に含まれる化石
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約 1,000 万年前の海洋底泥 ( 国産 ) に含まれる有孔虫

約 30 ～ 40 万年前の海洋底砂 ( 千葉県産・藪層 ) に含まれる微化石

※ 1 ミリメートル (mm)＝1,000 マイクロメートル ( ㎛ )

有孔虫 有孔虫

珪藻の破片 貝形虫

フズリナ フズリナ

エゾタマガイ ( タマガイ科 ) イタヤガイ ( イタヤガイ科 )

※ 化石は 1cm 方眼の板に置いて撮影

地層の中には、汽水域や浅い海底に生息する二枚貝・巻貝が含まれています。
き  すい  いき

※ エゾタマガイとイタヤガイは、別の地層 ( 上総層群 梅ケ瀬層 ) から採取したものを撮影


